
令和４年度  宇都宮市立五代小学校 学校評価書 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

豊かな心と健康な体をもち，知性と創造性に富む実践力のある子どもの育成   

自分で考え 進んで学ぶ子（自主・創造）    明るく 思いやりのある子（自立・共生）  

健康で ねばり強い子（健康・意志）        礼儀正しく 責任を果たす子(礼儀・責任） 

＜合言葉：かしこく やさしく たくましく 礼儀正しい 五代の子＞ 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

子供が，教職員が，保護者が，地域の人々が，誰もが生き生きと輝く学校をめざす。 

(1) 子供が夢や目標に向かって 主体的に活動に取り組む学校 

(2) 知・徳・体の調和のとれた発達と協働する力を育む学校 

(3) 教職員が専門性を発揮し，チーム力を高めて創意工夫に取り組む学校 

(4) 児童・保護者・地域 との信頼 関係を築き，家庭や地域の教育力を生かす学校 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1) ○主体的に学習に取り組む態度を育成するとともに，各種学力調査問題を活用しながら，基礎的な知識・技能の習得と思 

考力・判断力・表現力等を育む学習指導の充実に努める。 

(2) 「宮っ子心の教育」を推進し，個に応じた支援及び認め励ます教育の充実を図りながら，児童にとって居がいのある温 

かい雰囲気の学校経営，学級経営に努める。 

(3) ○心身ともに健康で安全な生活を送るために，体力向上や保健教育，食育，安全教育に関する指導の充実を図る。 

(4)  信頼される教職員を目指して個々の資質・能力の向上を図るとともに，教職員組織のチーム力を高め，働き方改革を推 

進する。 

 

 

４ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

・チーム五代…全教職員が互いに連携，支え合い，チーム力を高めながら活気ある学校づくりを推進 

・特色ある学校づくり…地域の教育力をこれまで以上に有効に活用して特色ある教育活動を推進 

・地域とともにある学校づくり…地域協議会と一体となり地域ととともにある学校づくりを推進 

【 学 習 指 導 】 

基礎基本を確実に習得するとともに主体的に学習に取り組み，課題を解決し，自分の学びを深めていこうとする児童を育成する。 

・学び合う（伝える・まとめる・振り返る）力の向上…自ら考え，分かりやすく表現できるようにするための「宇都宮モデル」の活用等，授業の進め方の工夫 

○基礎・基本定着…基礎・基本定着のための「宇都宮モデル」の活用と家庭学習の習慣化 

・授業改善…よりよい授業を目指した学力調査等の結果を分析・活用した授業改善 

・個に応じた指導，支援の推進…一人一人に応じたきめ細やかな指導（少人数指導・かがやきルームとの連携含む）の継続による着実な知識・技能の習得  

【 児 童 生 徒 指 導】 

一人一人を受容的・共感的に理解することを基盤に心の教育を充実させ，自己有用感や規範意識，たくましさを涵養する。(帰属意識の高い学級づくり） 

・自己有用感・ 自己肯定感の高揚…自己有用感や自己肯定感を高めるための認め励ます指導の推進 

○あいさつ促進…進んで元気なあいさつができるようにするための，児童主体のあいさつ運動の促進 

○いじめゼロ推進…すべての児童が楽しく明るく生活できるようにするためのいじめゼロ運動の推進 

・豊かな心の育成…豊かな心を育むための地域の教育資源を生かした体験活動や道徳教育の実施 

【健 康（体力・保健・食・安全）】 

健康に関する自己管理能力や体力の向上，安全に配慮し行動できる力，望ましい生活習慣や食習慣を身に付ける力を育てる。 

・安全指導の推進…自分の命を守る行動力を身に付けるための，安全指導の推進 

○食育の推進…自らの健康を管理する力を身に付けるための，保健教育と食育の推進 

○体力の向上…進んで運動し体力を高めるための外遊びの奨励や各種体力検定の実施，体育授業の工夫 

・たくましさの涵養…心身のたくましさを育むための，学習や生活上の目標達成に向けた努力継続の支援 

若松原地域学校園教育ビジョン「つなげよう学び きたえよう心と体 共にのびようＷＧＳ学校園」 

  9 年間の学校教育にかかわる教職員が，その思いと責任を共有し，連携して児童生徒の発達段階に応じた一貫性の

ある指導を継続的に実践する。 



６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 
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Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

児童アンケート「児童

は，授業中，話をしっかり

と聞いたり，発表したりす

るなど，進んで学習に取り

組んでいる」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 小テスト，まとめテストや授業で学

んだ内容の習熟問題を行い，確実な定

着を目指す。また，計画的な朝の学習

の時間の活用や，学年に応じた内容の

宿題を通して，基礎的な学力の向上を

図る。 

B 

【達成状況】  

・児童の肯定的回答率は 91.9％↑（87.7％）

を 示し，数値指標 85％を上回っている。  

・保護者の肯定的回答率 90.5％↑(85.9％)， 

教職員 97.2％↑(93.3％)であった。  

【次年度の方針】  

・漢字の小テスト，まとめテストや算数の授 

業で学んだ内容の習熟問題を行い，確実 

な定着を目指す。また，計画的な朝の学習 

と，長期休業や毎日の宿題を通して，漢 

字・計算練習を充実させ，基礎的な学力の 

向上を図る。  

・学習問題からまとめまでを構造的に板書 

し，ノートとの一体化を図り，整理された 

分かりやすいノートの取り方を指導して 

いく。 

 ・単元を通した学習課題を設定し，児童が

意欲的に学習に取り組める学習形態を取

り入れながら，問題解決的な学習を仕組

んでいく。 

② 学習問題からまとめまでを構造的

に板書し，ノートとの一体化を図り，

整理された分かりやすいノートの取

り方を指導していく。 

B 

③ 単元を通した学習課題を設定し，ペ

ア学習やグループ学習など，児童が意

欲的に学習に取り組める学習形態を

工夫しながら問題解決的な学習を仕

組んでいく。 
B 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

 保護者アンケート「児童

は，誰に対しても，思いや

りの心をもって優しく接

している」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① 特別の教科道徳の授業の充実を図

るとともに，実践したデータ，資料等

は学年ごとに保管，整理し，いつでも

活用できるようにする。 

B 

【達成状況】 

・保護者の肯定的回答率は， 92.6％↓

(93.5％)であった。数値指標 90％を上回

っている。 

・児童の肯定的回答率は 91.3％↑(87.2％)

で あった。 

【次年度の方針】 

 ・児童の思いやりを認め，学年や学級に関

係なく，意図的，積極的に褒めていく。ま

た, 児童同士が感謝の気持ちを言葉とし

て表す活動を帰りの会や学級活動を通し

て，常時行うことで，互いに思いやりの心

を醸成していく。 

・道徳科及び，学校で行われる全ての活動に 

おいて，道徳教育の充実を図るとともに，

児童が直面した諸問題について，学級ま

たは学年で望ましい行動を話し合い，実

践できるようにしていく。  

 

② 授業外においても，児童の思いやり

を認め，褒めていく。また,感謝の気持

ちを言葉として表すことのよさを伝

えていくことで，思いやりの心を醸成

していく。 

B 

③ 全校一斉の道徳の授業参観を実施

し，全校体制で心の教育を進めている

ことを，保護者や地域住民に伝えてい

く。 

B 

Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活をし

ている。 

①「学習の約束」を教室に掲示し，教師

自らが行動に表し，常時児童の意識付

けを図り，自己評価をする。 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 90.1％↑(81.1)で， 

数値指標 80％を上回っている。 



【数値指標】 

 児童アンケート「児童

は，きまりやマナーを守っ

て，生活をしている」 

⇒肯定的回答 80％以上 

② 児童の実態に即して，月目標を具現

化した週の生活目標の設定を工夫す

るとともに，全職員の共通理解に基づ

いた基本的生活習慣に関する指導を

徹底する。また，児童指導部会を中心

に，全校体制で規範意識を高められる

ようにする。 

B 

・保護者の肯定的回答率 93.6↑(92.2％)％，

地域住民 100.0％ ↑(90.0％)と，いずれも

高い数値を示している。 

【次年度の方針】 

・「五代の子の一日」は，年度初めに各家庭 

に配付し，ルールの確認と意識付けを図 

るとともに，節目ごとに振り返りを行う。 

・振り返りカードを活用し，児童一人一人が

自身の行動を振り返り，目に見える形で

行えるよう実施する。 

・児童指導部会の場で，各学年および学校の

児童の実態を把握し共通理解を図り， 対

応策，または諸問題行動の予防策を考 

え，きまりやマナーを守ることを全校的 

に推進していく。 

・職員会議後の児童指導及び特別な配慮を 

要する児童に関する情報交換やケース会

議などにおいて，児童理解を深めるとと

もに，組織的に対応できるよう指導の徹

底を図っていく。 

・五代小学校，新田小学校，若松原中学校の 

児童指導主任，生徒指導主事を中心に情 

報交換を行い，学校園全体で自己指導能 

力を高められるよう指導していく。 

・社会状況によって学級懇談会等を実施で

きないことも考えられるので，HP や便

り等を活用して，児童の様子を保護者や

地域に発信していく。 

③「五代の子１０の約束」と「五代の子

の一日」の提示を工夫し，教職員が足

並みを揃えた指導に当たるとともに，

学期終わりや長期休業前に児童の生

活を振り返らせる機会を与え，学級の

児童一人一人の個別指導の充実を図

る。 

B 

④ 毎職員会議後の，特別支援を要する

児童の経過報告や児童指導委員会に

おいての事例研究などの研修を実施

し，児童理解に努める。 

B 

⑤ 若松原地区児童生徒指導強化連絡

会により，学校間の連携を図る。 
B 

⑥ 学級懇談会の充実や育成会・自治会

等の協力，家庭・地域との連携を強化

するとともに，各種便り，学校ホーム

ページを利用して児童の様子を発信

していく。 
B 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

児童アンケート「児童

は，時と場に応じたあいさ

つをしている」 

⇒肯定的回答 85％以上 

保護者アンケート「児童

は，時と場に応じたあいさ

つをしている」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 常時指導及び定期的に児童会を中

心としたあいさつ運動を実施すると

ともに，保護者や地域住民の協力を得

ながら，校内外でのあいさつ指導の徹

底を図る。 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 94.7％↑(85.9％)

で数値指標 85％は上回っている。 

・保護者の肯定的回答率は 82.7％↑

(78.3％) で，数値指標を上回っている。 

・教職員の肯定的回答率 86.1％↑(70.0％)， 

地域住民 100.0％↑(90.0％)であった。  

【次年度の方針】 

・コロナ禍が続くことを踏まえ，相手の目を 

見て，挨拶することや会釈することに重

点をおいて指導をしていく。 

・全教職員で，時と場に応じた挨拶が上手に 

できている児童を称賛していく。またそ 

の児童を担任に伝える。 

・学級において，挨拶について話し合い，称 

賛及び指導を繰り返し行い，挨拶の習慣

化が図れるようにしていく。 

・教師自身が手本を示し，率先して挨拶をす 

ることで，挨拶を返したり，自分から挨拶 

したりできるよう全校的に推進する。 

・各種たよりや学校ホームページ等に挨拶 

推進の取組を紹介したり，挨拶を啓発す 

る内容を載せたりすることで，家庭との 

連携を図る。 

② 教職員が手本を示し，下級生の手本

となるように，上学年児童のあいさつ

指導を強化する（登校班長，縦割り班

班長の指導等）とともに，小中一貫教

育地域学校園の中学生徒と合同のあ

いさつの日(年 7回)を実施する。 

B 

③ 各種たよりや学校ホームページ等

にあいさつ運動の取組を紹介したり，

あいさつを啓発する内容を載せたり

することで，家庭との連携を図る。 
B 

Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

① 目標を設定する際には，児童の実態

に合った達成できそうな目標を設定

するようにし，「できた」という達成感

を積み重ねていくようにする。 
B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 87.8％↓(89.3％)

を 

示し，数値指標 85％を上回っている。 

・ 保 護 者 の 肯 定的 回 答率  74.8 ％ ↑



【数値指標】 

児童アンケート「私は，

夢や目標に向かってあき

らめずに，粘り強く取り組

んでいる」 

⇒肯定的回答 85％以上 

② 目標に向けて努力している様子を

振り返る時間を設けるとともに，児童

が目標に向かって努力している姿や

伸びを認める称賛の言葉掛けをする。 B 

(70.1％)， 

教職員 88.9％↑(86.7％)であった。 

【次年度の方針】 

・授業の「めあて」や「ふりかえり」が視覚 

的にも分かりやすく提示していくことを 

引き続き行い，児童の意欲や達成感を高 

めていけるよう支援していく。 

Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

児童アンケート「児童

は，健康や安全に気を付け

て生活している」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① 汗の始末，手洗い・うがい（咳エチ

ケットやマスクの着用等）を通して，

かぜやインフルエンザ対策の指導を

より一層徹底し，よりよい生活習慣を

身に付けさせるとともに，健康な児童

の育成に努める。また，給食後の歯磨

き指導を徹底し，むし歯の予防に努め

る。 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的割合は, 93.2％↑（90.9％）

を示し,昨年度よりも上回り,数値指標も

達成できた。 

・保護者の肯定的割合は, 90.7％↑（89.7％）

を示し,数値指標を上回った。 

【次年度の方針】 

・引き続き,汗の始末，手洗い・うがい（咳

エチケットやマスクの着用等）を通して，

新型コロナ感染症やインフルエンザ対策

の指導をより一層徹底させる。また，状況

によって給食後の歯磨き指導を復活し，

むし歯予防に努める。 

・靴下や下着，冬期に長袖の体育着を着用の

仕方を，五代の子のきまりとして文書を

通して家庭に周知し，児童・保護者の意識

の高揚に努める。 

・スタンダードダイアリーに加え,電話連絡

やさくら連絡網,タブレットクラスルーム

機能も活用し,更に家庭との連絡を密に

し，指導に生かせるようにする。 

・引き続き,集団登下校や自転車乗車時のヘ

ルメット着用，交通安全教室，防犯教室，

不審者侵入想定避難訓練，児童引渡し訓

練，｢安全安心マップ」の作成などを通し

て，自己保全能力の育成を図る。下校指導

には全職員が当たり，地域ボランティア

と連携して安全の確保に一層努める。 

② 靴下や下着を着用したり，冬期に長

袖の体育着を着用したりすることを，

文書で積極的に家庭に依頼し，児童・

保護者の意識の高揚に努める 

B 

③ スタンダードダイアリーを活用す

ることにより，家庭との連絡を密に

し，指導に生かせるようにする。 

B 

④ 集団登下校の実施，自転車乗車時の

ヘルメット着用，交通安全教室，防犯

教室，不審者侵入想定避難訓練，緊急

時を想定した児童引渡し訓練，｢安全

安心マップ」の作成などを通して，自

己保全能力（自分の命は自分で守る）

の育成を図る。なお，下校指導には全

職員が当たるとともに，地域ボランテ

ィアと連携して安全の確保に一層努

める。 

B 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

夢や目標に向かってあき

らめずに，粘り強く取り組

んでいる」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 学級のためになる活動を児童に考

えさせるなど，学級活動，係活動の充

実を図る。その際，自分の得意なこと

を生かして自主的・自発的に取り組め

るようにする。 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 87.8％↓(89.3％)

を示し，数値指標 85％を上回っている。 

・保護者の肯定的回答率 74.8％↑(70.1％)， 

教職員 88.9％↑(86.7％)であった。 

【次年度の方針】 

・定期的に自己の生活を振り返る機会をも 

つなど，学級目標を意識して生活できる 

ようにしたり，道徳の授業を充実させた 

りして，引き続き児童の「あきらめない」 

や「粘り強く」という意識を高められるよ 

う支援していく。 

② 道徳の「夢や目標に向かって努力す 

るすばらしさ」（希望と勇気，努力と

強い意志）についての学習を継続的に

行う。 B 



Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

 児童アンケート「児童

は，外国語活動の授業や

ALT との交流の際に，英語

を使ってコミュニケーシ

ョンしている」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 外国語活動の授業においては，ALT

との連携を図り，児童が興味・関心を

もって取り組める課題を設定し，コミ

ュニケ―ションの必要性や楽しさを

実感できるような授業を行う。 

B 

【達成状況】  

・児童の肯定的回答率は 88.5％↑(83.0％)

で あり，数値指標 85％を上回った。  

・ 教 職 員 の 肯 定的 回 答率 は  88.9 ％

↑(86.7％) であった。  

【次年度の方針】  

・外国語活動の授業において，児童が興味・ 

関心をもって取り組める課題を設定す 

る。授業者は積極的に英語を使い，ALT と 

連携しながら，コミュニケ―ションの必

要性や 楽しさを実感できるような授業

を行う。 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

宇都宮の良さを知ってい

る」 

⇒肯定的回答 85％以上 

①  総合的な学習の時間や社会科，生

活科，道徳等で地域や宇都宮市のよ

さについて具体的に取り上げる。 

 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 82.0％↓(85.1％)

を示し，数値指標 85％を下回っている。

保護 

者は 67.1％(67.1％)，教職員は 77.8％↓ 

(80.0％)であった。 

【次年度の方針】 

・今年度，数値指標が上がったせいもあり，

目標を下回ってしまった。今年度の具体

策を引き続き，確実に実施するとともに，

折に触れて「良さ」紹介していく機会を設

け，郷土への思いを更に高めていく。 

②  「宇都宮学」を計画的に実施し，

郷土への愛情と誇りの醸成に努め

る。 

B 

③  朝の会や帰りの会等で，宇都宮の

良さについて意図的に紹介する機

会を設け，児童に周知していく。 A 

Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

児童アンケート「児童は，

パソコンや図書等を学習

に活用している」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① ICT 機器の活用に関する情報交換

や ICT 機器を活用した研究授業の実

施により，ICT 機器の積極的な活用を

図る。 

B 

【達成状況】  

・児童の肯定的回答率は 84.7％↓(89.8％)

で あり，数値指標 85％を下回っている。  

・教職員の肯定的回答率は 94.4％↓(100％)

保 護 者 の 肯 定 的 回 答 率 は 79.7 ％

↑(79.3％) であった。 

【次年度の方針】  

・引き続き，積極的に ICT 機器を活用する。 

プログラミング教育の視点からも，教科 

等の授業で ICT 機器を使う活動を再度確 

認し，適切に活用する。GIGAスクール 構

想の整備の充実を図り，一人一台端末の

効果的な活用ができるようにする。  

・総合的な学習の時間や教科等の授業で，積 

極的に図書室を利用し，また，端末の併用

により相乗効果を生み出す活用法を検討

していく。  

・調べ学習等で使用する図書を整理し，活用 

できるようにするとともに，巡回図書も 

積極的に活用していく。 

② 図書室と連携を図った授業の年間

指導計画への位置づけや図書ボラン

ティアとの連携による読み聞かせに

より，図書の積極的活用を図る。 

B 

Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。          

【数値指標】 

① 高齢者や地域の方とふれあう活動

の前後に感謝や思いやりの心をもて

るよう指導する。 
B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 91.3％↑(87.2％)

で あった。数値指標 90％を上回ってい

る。 

・地域住民 100.0％↓(87.5％)であった。 



児童アンケート「児童

は，誰に対しても，思いや

りの心をもって優しく接

している」 

⇒肯定的回答 85％以上 

② 学校行事や特別の教科道徳でも，高

齢者との接し方について考えさせ，誰

に対しても思いやりの心をもって接

することができるようにする。 

B 

【次年度の方針】 

・感染状況に留意し，また，感染症対策を十

分に行った上で，可能な交流方法を模索

していく。 

・活動前後に高齢者に対する接し方を指導

したり，感謝の気持ちをもてるよう振り

返りを行ったりする。高齢者との触れ合

いは，コロナ禍の中では難しいが，お話会

ポケットや安心安全ボランティア，学習

支援ボランティア等の地域の方々に感謝

の気持ちをもてるようにする。 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

 児童アンケート「児童

は，環境問題や防災等の

「持続可能な社会」につい

て，関心をもっている」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 社会科や理科，道徳，総合的な学習

の時間等で，環境問題や持続可能な社

会について取り上げ，自分事として考

え行動することができるように学年

に応じた指導を行う。 

 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 87.8％↑(82.6％)

を示し，数値指標 80％を上回っている。 

・教職員の肯定的回答率は 66.7％(66.7％) 

であった。 

【次年度の方針】 

・SDGｓについては，メディアでも盛んに 

取り上げられており，児童の中でも「やって 

いかなければいけない取組」として認知さ 

れている。引き続き今年度の具体策を続け 

ていくとともに，ごみの減量等，学年に合わ 

せた形で考えさせられるよう支援してい 

く。 

② 環境保全を目的としたエコキャッ

プ回収やクリーン活動，ゴミの分別な

どの活動を継続して行う。 B 

Ｂ1 児童は楽しい学校生

活を送っている。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

楽しい学校生活を送って

いる」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① アンケートをもとに，計画的に教育

相談を行い，必要に応じて個別に実施

することを通して，児童一人一人が楽

しく学校生活を送ることができるよ

うにする。 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 88.6％↑(88.5％) 

で，数値指標 90％を下回っている。 

【次年度の方針】 

・学業指導に力を入れ，児童一人一人の良さ 

が発揮される居がい感のあるクラスづく 

りを行っていく。 

・アンケートをもとに，計画的に教育相談を

行い，児童一人一人を受容的な態度で受 

け止め，児童に寄り添う姿勢を全教職員 

が継続していく。  

・職員研修等を通して，学級満足度調査（Q 

-U テスト）の結果を職員で検討し，検討 

した結果を学級経営に生かしていく。 

・学年会を適宜行い，学級間で児童への対応 

や学級経営について情報交換や意見交換 

を密に行い，担任一人で抱え込まないよ

うにする。また，必要に応じて，ケース会

議を開き，組織的に対応をしていく。 

・コロナ禍の状況を注視しながら，適宜，放 

送機器を活用するなど活動の形態を工夫 

し，児童が活躍できる場を設ける。 

・学級活動や休み時間に友達と交流を深め 

る場面を意図的に増やしていくことで， 

児童同士がよい関係を築いていけるよう 

に橋渡しをしていく。 

② 学級満足度調査（Ｑ－U テスト）の

結果を職員で検討し，検討した結果を

学級経営に生かし，児童にとって楽し

く安心して生活できる学級づくりに

努める。 

B 

③ 学年会等で学級の状況を伝え合い，

配慮を要する児童への対応や学級経

営について情報交換や意見交換を行

う。 

B 

④ 集会活動の実施方法や形態を工夫

し，児童が活躍できる場や認め合える

場を設ける。 

B 

Ｂ2  児童は，進んで本を

読んでいる。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は読

書が好きで，進んで本を読

んでいる」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 学年ごとに音読カードや読書の記

録カードを活用し，読書を奨励する。

読書の量だけでなく質的な向上をめ

ざす。 

B 

【達成状況】  

・児童の肯定回答率は 73.5％↑(71.7％)を

示 し，数値指標 80％以上には達してい

ない。  

・ 保 護 者 の 肯 定 的 回 答 率  59.3 ％

↓(59.5％)， 教職員は 91.7％↓(100％)，

地域住民は 100％↑(85.7％)であった。

保護者は，学校 での児童の読書をする姿

を見ていないの で，肯定回答率が低いと

思われる。  

【次年度の方針】  

② 児童の興味・関心を喚起する本や学

習に役立つ本の購入を心掛けるとと

もに，図書室の環境構成や運営（図書

だよりの内容の充実等）を工夫し，貸

し出し冊数の向上を図る。 

B 



③ ボランティア（「おはなし会ぽけっ

と」や「雀宮おはなし会」など）・7学

年の職員・委員会児童等による読み聞

かせを推進し，読書への関心・意欲を

高める。 

B 

・読書記録カードや音読カードを活用し，自 

分の読書を振り返ることができるように 

することで，読書の量的・質的向上を図 

る。 

・朝の読書では，学年の「必読図書」の読書

を奨励し，時間までに「物語」の本を選び，

着席するようにする。  

・「必読図書」は教室に配置し，児童がより 

本に接しやすい環境を整える。  

・教職員・図書委員による読み聞かせなど， 

児童が本に触れる時間を増やしていく。  

・巡回図書の活用方法を工夫し，いろいろな 

本に接することができる環境を整える。  

・「親子読書」を年 2回実施し，家庭での読

書習慣の形成の一助とする。 

④ 朝の読書の日は，時間までに本を選

び着席して，準備させる。教職員もい

っしょに読書をすることで，児童への

啓発を図る。 

B 

⑤ 家庭における読書の習慣化を図る

とともに，読書を通したコミュニケー

ションの機会として長期休業中など

に親子読書を勧める。 

B 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

 

校 
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Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

教職員アンケート「教職

員は，特別な支援を必要と

する児童や外国人児童等

の実態に応じて，適切な支

援をしている」 

⇒肯定的回答 95％以上 

① 校内支援委員会やプロジェクトチ

ームによる指導の協力体制を強化し，

特別支援教育の推進に努める。 

B 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答率は  97.2％↑

(96.7％)で，数値指標 95％を上回ってい

る。 

【次年度の方針】 

・学年，ブロックを中心に日頃から教職員同

士が声を掛け合い，担任一人が抱え込ま

ないようにする。 

・対応が後手に回らないよう，相談しやすい

雰囲気を醸成する。 

・外部機関とつながりある児童が分かるよ

うにしてスムーズに引継ぎが行えるよう

にする。 

・支援を要する児童の実態を把握し，長期目

標と，それを達成するための短期目標を

定め，当該児童に効果的な方法を見付け

ていく。 

・児童の特性や配慮事項などを細やかに記

録し，担任以外の教職員が対応できるよ

うにしたり，次年度の引継ぎがスムーズ

に進めたりできるようにする。 

 

② 外部機関と連携し，全体で共通理解

を図りながら，組織的な対応を行う。 

 

B 

③ 一人一人の特性に応じた教育支援

を行い，児童が生き生きと学習や生活

ができるように努める。 

B 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

児童アンケート「先生方

は，いじめが許されないこ

とを熱心に指導してくれ

る」 

⇒肯定的回答 95％以上 

保護者アンケート「学校

はいじめ対策に熱心に取

り組んでいる」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 4 月の学級開き，道徳や学級活動，

朝や帰りの会の時間を利用し「いじめ

は絶対に許さない」ということを言い

続けることで，いじめを許さないとい

う意識を高める。 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 97.9％↑(96.6％)

で，数値指標 95％を上回っている。 

・保護者の肯定的回答率は  75.3％↓

(79.3％)で，数値指標 80％を下回っては

いる。 

【次年度の方針】 

・いじめは決してあってはならないことだ

ということを 4 月の学級開きから，年間

を通して指導を継続することで，学級や

学校にいじめを許さない雰囲気を醸成

し，いじめを予防していく。 

・いじめに関するアンケートは，5 月，10 

月，12 月，2 月に実施し，いじめの早期

発見に努める。また，児童の不安感解消を

第一に考え早期対応に努めていく。 

・児童の様子や変化をよく観察し，気になる

児童の様子は学年や児童指導主任，管理

職で共有したり，必要に応じて面談を行

ったりする。 

・いじめゼロ強調月間において，児童会中心

② いじめの早期発見・早期対応のた

め，5 月，10 月，12 月，2 月に「いじ

めにかんするアンケート」を実施し，

面談を行い，いじめの早期発見と早期

解決に努める。また，日頃の教育相談

を充実させるとともに，年 2 回教育相

談週間を設定し，児童の不安感等の解

消を図る。 

B 

③ 児童主体のいじめゼロ集会を実施

することで，いじめについて深く考

え，いじめをしない雰囲気を醸成す

る。 

B 



④ 「うつのみやいじめゼロ宣言」を活

用し，いじめゼロ運動を推進し，いじ

め根絶の気運を醸成するとともに，学

年だよりやホームページにいじめゼ

ロ強調月間(５月，９月)の取組を掲載

する。 

B 

の活動を行うことで，いじめゼロを推進

していく。 

・学校での取組を各種便りや学校ホームペ

ージを通して発信する。 

・読書の時間に担任によるいじめに関する

本の読み聞かせを行ったり，人権に関す

る作文（あすへのびる）を読む時間を設け

たりするなど，自他の人権への関心を高

める。 

Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

保護者アンケート「教職

員は一人一人の児童を大

切にし，児童がともに認め

励まし合う学級づくりを

行っている」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 児童一人一人の特徴を生かすこと

ができる係活動を工夫したり，帰りの

会等で一人一人の良さを認める場面

を設けたりして，一人一人に居がいの

ある学級経営を行う。 

B 

【達成状況】 

・保護者の肯定的回答率は， 84.6％↓

(86.0％)で数値指標 85％を下回っている。 

・児童の肯定的回答率は 95.4％↑(94.4％)

であった。 

【次年度の方針】 

・児童一人一人のよさが発揮される居がい

感のあるクラスづくりを行い，児童の自

己肯定感を高めていく。 

・学級活動や道徳，帰りの会等，児童同士で

認め合える場面を意図的に設けること

で，温かい学級の雰囲気を醸成していく。 

・連絡帳や電話を通して児童の頑張りやよ

さを保護者に伝えていくことで，児童，保

護者と信頼関係を築いていく。 

・一人一人の児童に対し，教育的愛情をもっ

て接し，認め励ましていく。 

② 欠席した児童への電話連絡や家庭

訪問を的確に実施し，家庭との連携を

図る。また，児童の頑張りや良さを伝

えていくことで，児童，保護者と信頼

関係を築いていく。 B 

Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

教職員アンケート「教職

員は，特別な支援を必要と

する児童や外国人児童等

の実態に応じて，適切な支

援をしている」 

⇒肯定的回答 95％以上 

① 社会や総合的な学習の時間の学習

を通して，多様な文化について理解さ

せるとともに，様々な考え方に対する

寛容性を養い，受け入れることができ

るようにする。 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的割合は, 97.2％↑（96.7％）

を示し,昨年度よりも上回り,数値指標も

達成できた。 

【次年度の方針】 

・社会や総合的な学習の時間の学習,外国

語,道徳の授業を通して，多様な文化につ

いて理解させるとともに，様々な考え方

に対する寛容性を養い，受け入れること

ができるようにする。 

Ａ17 学校全体に活気が

あり，明るくいきいき

とした雰囲気である。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

今の学校が好きです」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 授業や特別活動，なかよし班活動な

どにおいて，児童が協力しながら主体

的に活動する場を設定し，「他者との

かかわり」を大切に適切な支援を行

う。 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的割合は, 86.2％↑（85.1％）

を示し,昨年度よりも上回り,数値指標も

達成できた。 

・保護者の肯定的割合は, 87.3％↓（89.8％）

を示し,昨年度よりも下回ったが,達成状

況は良好である。 

【次年度の方針】 

・学級経営を中心として,授業や特別活動，

なかよし班活動などにおいて，児童が協

力しながら主体的に活動する場を設定

し，「他者とのかかわり」を大切に適切な

支援を行う。 

・引き続き, 児童会を中心に「なかよし班で

遊ぶ日」等を設定し実施する。 

・小中一貫教育実施に伴い，乗り入れ授業等

児童生徒の健全育成のための方策を考

え，実践する。 

② 特設時間の他に児童会を中心に「な

かよし班で遊ぶ日」等を設定し実施す

る。 

B 

③ 諸計画は，「新学習指導要領」「宇 

都宮市学校教育スタンダード」「宇都

宮市小中一貫教育」「宇都宮市小中学

校体力向上推進計画」等の趣旨を踏ま

え，修正を加え，継続実践する。 

B 

④ 小中一貫教育実施に伴い，相互乗り

入れ授業等児童生徒の健全育成のた

めの方策を考え，実践する。 B 



Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

 児童アンケート「先生方

の授業は分かりやすく，一

人一人に丁寧に教えてく

れる」 

⇒肯定的回答 95％以上 

① 学習のねらいを明確にし，そのねら

いを達成するための具体的方策を工

夫する。児童が興味・関心をもって授

業に臨めるような課題を設定すると

ともに，「学習問題」を明確にし，「ま

とめ」「振り返り」を意識した分かる授

業を組み立てる。 

B 

【達成状況】  

・児童の肯定的回答率は 95.9％↑(94.4％) 

で数値指標 95％をやや上回っている。  

・保護者の肯定的回答率は 82.7％(82.7％) 

であった。  

【次年度の方針】  

・学習のねらいを明確にし，そのねらいを達 

成するための具体的方策を工夫する。児 

童が興味・関心をもって授業に臨めるよ 

うな課題を設定するとともに，「学習問 

題」を明確にし，「まとめ」を意識した分 

かる授業を組み立てる。まとめや振り返 

りの時間を確保し，授業の終末を充実さ 

せることで，学習内容の定着を図り，学力 

向上につなげる。  

・一人一授業や研修会の実践などにより，教 

員間での学び合いを深められるようにす 

る。  

・「分かる授業」チェックリストの活用によ

り，自己評価を行い，授業力向上につなげ 

られるようにする。  

・どの学級でも学習の進め方を統一するこ 

とで，次年度以降，担任が代わっても授業 

形態が変わらないようにする。 

② 分かる授業を展開するために，｢一

人一授業｣(研究授業)を実践し，自己研

修と授業力向上に努める。また，学年

会や研修等で，「分かる授業」として成

果を上げた授業や教材を他教員に紹

介する。 

B 

③ 「『宇都宮市学校教育スタンダード』

に基づく授業力向上について」の「分

かる授業」チェックリスト（自校化し

たもの）を活用し，授業評価を行い，

授業力向上を図る。 

B 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

教職員アンケート「学校

に関わる職員全員がチー

ムとなり，協力して業務に

取り組んでいる」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① 些細なことについても教職員の共

通理解を図り，目的やそれぞれの役割

を考えながら業務に取り組めるよう

に，掲示板や打合せを有効に活用す

る。 

B 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答率は  91.7％↓

(93.3％)を示し，数値指標 90％を上回っ

ている。 

【次年度の方針】 

・具体策を引き続き確実に実施していくと 

ともに，一人で抱え込まないようお互いに 

声を掛け合って業務にあたっていけるよう 

にする。 

② PDCA サイクルを位置づけた活用

計画や運用計画を作成し，業務にあた

る。 B 

Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

教職員アンケート「学校

は，教職員の勤務時間を意

識して，業務の効率化に取

り組んでいる」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 掲示板を効果的に活用し，会議や打

合せを精選する。 

 

 

B 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答率は  91.7％↑

(86.7％)を示し，数値指標 85％を上回っ

ている。 

【次年度の方針】 

・5 ポイント数値が上がっており，今年 

度それなりの成果があったと思われる。 

引き続き，重複や非効率な点の精査・改善に 

取り組んでいく 

② PDCA サイクルを位置づけた活用

計画や運用計画を作成し，スタッフ間

の連携・協力を促進し，業務の重なり

や非効率な点がないかを精査改善す

る。 

B 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

児童アンケート「学校

は，小学生や中学生が交流

する活動を行っている」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 有意義な乗り入れ授業や中学校訪

問になるよう，担当者をはじめ，関わ

る職員が事前打合せを適切に行う。ま

た，互いの授業を参観する機会を設け

るなど，職員が相互理解を図ることが

できるようにする。 

B 

【達成状況】 

・肯定的割合は,児童で 83.2％↑（73.6％）

と良好であったが ,保護者で 77.4％↑

（76.1％）を示し,数値指標を下回った。 

【次年度の方針】 

・意義のある乗り入れ授業や中学校訪問に

なるように，関わる職員が事前打合せを

適切に行う。また地域学校園教科部会・分

科会の機会において, 職員が相互理解を

図ることができるようにする。 

・運動会での水撒きや陸上練習,小中合同あ

いさつ運動等,学校行事や地域学校園行事

② 学校行事や地域学校園行事におい

て，児童生徒が可能な限り交流をもつ

ことができるように計画する。（運動

会など） 

B 



③ 若松原地域学校園内で研究授業に

参加し合えるように働き掛け，相互理

解を進め，小･中学校間の学習での接

続を意識した連携を行っていく。 

B 

において，児童生徒が可能な限り交流を

もつことができるように計画する。 

・次年度の要請訪問等,若松原地域学校園内

で研究授業に参加し合えるように働き掛け

る。 

Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

地域や企業の方々と一緒

に活動することで学習が

充実し，楽しい」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 生活科や総合的な学習の時間を中

心に地域の特徴や人材を生かした教

育活動について内容を精選しながら

展開し，地域に対する理解を深め，地

域に対する愛着を深めることができ

るようにする。 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 88.8％↑(86.1％)

を示し，数値指標 85％を上回っている。 

・保護者の肯定的回答率 85.1％↓(86.5％)， 

教職員は 97.2％↑(96.7％)であった。 

【次年度の方針】 

・コロナ禍で，地域人材を校内に招くことを 

慎重にしなければならない中，児童や保 

護者の数値があまり変化がないのは，出 

前授業等，慎重な中でも交流ができてい 

るからだと思われる。引き続き，やることを 

精選しつつ交流を続けていく。 

② 依頼内容を明確にした「学習ボラン

ティア依頼書」を作成し，地域コーデ

ィネーターを通して募集した地域や

保護者の学習ボランティアとの打合

せを密に行うことで効果的な学習に

結び付けるとともに，ボランティアの

方々への感謝の気持ちをもたせるよ

うにする。 

B 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

地域や企業の方々と一緒

に活動することで学習が

充実し，楽しい」 

⇒肯定的回答 85％以上 

地域住民アンケート「学

校は，家庭・地域・企業等

と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図

っている」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 家庭や地域，企業等と連携を図り，

「出前授業」等で児童の学びにつなげ

るようにする。 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 88.8％↑(86.1％)

を示し，数値指標 85％を上回っている。 

・  地域住民  の  肯定  的  回  答率  は 

85.1％ ↑(66.7％)で，数値指標 80％を上

回った。 

【次年度の方針】 

・コロナ禍で，授業参観等への参加人数を制 

限したり，五代夏祭りが中止になったりし 

ている中，児童の数値があまり変わってい 

ないのは，家庭や地域の協力があり，できそ 

うなことをできる形で実施しているからで 

あると考える。次年度もコロナ禍は続くも 

のと思われるため，今年度同様，できること 

を精選して実施していく。 

② 地域協議会委員が，児童の学習の様

子を参観する機会を設ける等して児

童の実態を知らせる。 

B 

③ 低学年における幼・保・小連携の推

進や，「五代夏まつり」，地域の行事等

への参加を通して，児童に地域との関

わりをもたせる。 

B 

④ 学校・家庭・地域間の連絡を密にし，

登下校等について話し合うなどして

児童の安全確保に努める。 
B 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

 保護者アンケート「学校

は，利用する人の安全に配

慮した環境づくりに努め

ている」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 月に 1度の安全点検や日常的な点検

を実施し，校舎内外の整備や保全に努

める。 

 

B 

【達成状況】 

・教職員の肯定的割合は, 97.2％↑（96.7％）

を示し,昨年度よりも上回り,数値指標も

達成できた。 

・保護者の肯定的割合は, 83.8％↑（89.9％）

を示し,昨年度および数値指標も下回っ

た。 

【次年度の方針】 

・月に 1 度の安全点検や日常的な点検を実

施するとともに,配慮児童の身体の状態に

応じたバリアフリー化を図る。 

Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

① １人１台端末の積極的な利用を中

心とした，ICT機器の活用を図る。 
B 

【達成状況】  

・児童の肯定的回答率は 84.7％↓(89.8％)



等を整えている。  

【数値指標】 

保護者アンケート「児童

は，パソコンや図書等を学

習に活用している」 

⇒肯定的回答 80％以上 

② 地域協議会学習支援ボランティア

(図書ボランティア)と連携し,図書室

の環境整備を行う。 

B 

で 数値指標 80％を上回っている。・ 

・保 護 者 の 肯 定 的 回 答 率は 79.7％ 

↑(79.3％)であった。  

【次年度の方針】  

・プログラミングの学習で使用する教材の 

準備・確認をし，授業ですぐに使用できる 

ようにする。専門性の高い指導者を募れる

とよい。  

・児童や教職員の意見や希望を取り入れな 

がら，図書の計画的な購入・配架を行う。 

図書ボランティアと連携し，引き続き図 

書室の環境整備に努める。 

Ｂ3 学校は，学校全体で，

家庭での学習習慣の

形成を図っている。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

家庭で学習する習慣がで

きている」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 低中高別保護者向けに作成した「家

庭学習の手引き」を配付し，懇談会等

で家庭の理解と協力を呼びかける。そ

の際，県教育委員会のリーフレットや

市教育委員会のスタンダード等を参

考にし，説得力ある説明を心がける。 

B 

【達成状況】  

・児童の肯定回答率は 89.5％↓(89.6％)を

示 し，数値指標 85％を上回っている。  

・ 保 護 者 の 肯 定 的 回 答 率 は 

77.2％↓(81.3％)，教職員は 94.4％

↓(100％)，地域住民は 100％(100％)で

あった。  

【次年度の方針】  

・家庭学習についての資料を配付し，家庭学 

習の意義や効果を保護者に伝えていく。  

・音読カード・家庭学習カードを活用し，家 

庭と連携して学習習慣の形成を図ってい 

く。  

・家庭学習強化週間の年 2 回（6 月，12 月） 

の実施を続けていきたい。  

・家庭学習の内容や進め方について，学校全 

体で共通理解を図るとともに，学年内で 

も検討を行い，質・量ともに児童の発達段 

階に合った課題を出せるようにする。  

・「自主学習の仕方」や友達の実践例を活用 

し，個人の意欲や実力に合った学習方法 

を工夫できるように支援する。 

② 実態にあった宿題を適切に出すと

ともに，自主学習の仕方や内容を示

し，自主学習への取組も工夫する。 

B 

③ 「家庭学習強化週間」（年２回）を実

施し，計画的な家庭学習の仕方の指導

を充実させ，保護者への啓発を図る。 

B 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ4  教職員は，児童が主

体的に学習に取り組

むことができるよう

な指導法を工夫して

いる。 

【数値目標】 

児童アンケート「先生

は，自分から進んで勉強に

取り組むことができるよ

うに教えてくれる」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① 各他教科等において，興味関心を持

てる内容と絡めたり，学習方法や発表

の仕方等を自ら選択できる場を設定

したりして，児童が主体的に学習に取

り組むことができるように指導を工

夫する。 

B 

【達成状況】  

・児童の肯定回答率は 93.7％↑(92.8％)を

示 し，数値指標 90％を上回っている。  

・ 保 護 者 の 肯 定 的 回 答 率  78.4 ％

↑(76.4％)， 教職員は 94.4％↓(100％)，

地域住民は 100％(100％)であった。  

【次年度の方針】 

・各教科等において，児童が興味関心を持て

る内容と絡め，主体的に学習に取り組み，自

分の学びを深めていけるよう支援する。  

・各教科だけでなく，学校生活全般で言語活 

動の充実を図り，多様な手段で表現でき 

る力を育成する。  

・コグトレを朝の活動に位置づけ，認知機能

を高めるトレーニングを継続して行うこ

とで，基礎学力の土台づくりをしていく。 

・一人一台端末，ホワイトボード，実物投影

機等を効果的に使い，「発表する」「伝える」

態度の育成に取り組む。 

② 各教科の関連を図りながら，児童が

互いに学び合うことができるように

するため，考える授業・話し合う授業

を展開する。 

B 

③ 「話合いの名人になろう」を活用し，

自分の考えをまとめ，進んで「発表す

る」「伝える」態度の育成に取り組む。 B 



Ｂ5  学校は，道徳教育や

授業，様々な活動等を通

して「心の教育」を推進

し，豊かな人間性を育て

ている。 

【数値目標】 

児童アンケート「学校

(高学年：道徳や授業，体験

活動など)は，いろいろな

人と助け合って仲よく生

活することを教えてくれ

る」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① 全校一斉の特別の教科道徳の授業

参観を実施し，全校体制で心の教育を

進めていることを，保護者や地域住民

に伝えていく。 

B 

【達成状況】  

・児童の肯定回答率は 94.2％↑(92.5％)を

示 し，数値指標 90％を上回っている。  

・ 保 護 者 の 肯 定 的 回 答 率  84.8 ％

↑(84.3％)， 教職員は 94.4％(100％)，

地域住民は 100％ (100％)であった。  

【次年度の方針】  

・道徳の授業では，教科書やデジタル教材を 

活用する。必要に応じて教材の開発をし， 

資料等は保管・整理して活用できるよう 

にする。  

・幼保小連携活動は，連携を密にし，活動の 

意義を踏まえて活動内容を検討し，内容 

を精選する。  

・なかよしタイムや縦割り班清掃などの異

学年交流では，助け合って仲良く生活す

ることの大切さが実感できるよう，活動

内容を工夫したり，学年に応じた指導を

行ったりしていく。  

・道徳の授業参観を実施し，全校体制で心の

教育を進めていることを，保護者や地域

住民に伝えていく。 

② 各学年で蓄積してきた教材を整理

し保管する場所や方法を工夫するこ

とにより，より使いやすくしていく。 

B 

③ 全校一斉の特別の教科道徳の授業

参観を実施する。 
B 

④ 年長さんを迎える会などのふれあ

い活動や総合的な学習の時間の活動

などを通して，幼稚園や保育所，地域

との交流を図りながら，児童の自主

性・創造性・協調性・実践力が育つよ

う指導・支援を行う。 

B 

⑤ なかよし班や縦割り清掃班の中で

様々な学年の友達といっしょに活動

することを通して,充実した異学年交

流活動ができるようにする。 

B 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・教職員・保護者・地域住民・児童とも，多くの項目で肯定的回答の割合が 80％を超えている（教職員は 30項目中 28項目， 

保護者は 24項目中 16項目，地域住民は 16項目中 15項目，児童は 25項目中 24項目）。 

・教職員は，昨年度より肯定的回答が５ポイント以上高くなった項目が２項目，５ポイント以上低くなった項目は２項目あっ 

た。保護者は，昨年度より５ポイント以上高くなった項目が１項目あり，５ポイント以上低くなった項目が１項目あった。 

地域住民は，昨年度より５ポイント以上高くなった項目が５項目あり，５ポイント以上低くなった項目が１項目あった。児 

童は，５ポイント以上高くなった項目が５項目あり，５ポイント以上低くなった項目はなかった。前年度との比較において 

評価が低くなったものについては真摯に受け止め，次年度に向けて対応を検討していく。 

・昨年度と比較して大きく数値が伸びている項目は次の３つである。 

Ａ４「児童生徒は，時と場に応じたあいさつをしている」 

教職員 70.0→86.1， 保護者 78.3→82.7， 地域 90.0→100.0， 児童 85.9→94.7 

（【数値指標】児童の肯定的回答 85％以上，保護者の肯定的回答 80％以上） 

Ａ８「児童生徒は，英語を使ってコミュニケーションしている」 

教職員 86.7→88.9， 児童 83.0→88.5 

（【数値指標】児童の肯定的回答 85％以上） 

Ａ21「学校は，『小中一貫教育・地域学校園』の取組を行っている」 

教職員 90.0→88.9， 保護者 76.1→77.4， 地域 90.0→100.0， 児童 73.6→83.2 

（【数値指標】児童の肯定的回答 80％以上） 

・ 課題が残った項目は次の２つである。 

Ａ９「児童生徒は，宇都宮の良さを知っている」 

教職員 80.0→77.8， 保護者 67.1→67.1， 児童 85.1→82.0 

（【数値指標】児童の肯定的回答 85％以上） 

Ｂ２「児童は，進んで本を読んでいる」 

教職員 100.0→91.7， 保護者 59.5→59.3， 地域 85.7→100.0， 児童 71.7→73.5 

（【数値指標】児童の肯定的回答 80％以上） 

・保護者の回答で，肯定的な回答の割合が高かったものは「児童生徒は，授業中，話をしっかりと聞いたり，発表したりする 

など，進んで学習に取り組んでいる。」90.5％，「児童生徒は，誰に対しても，思いやりの心をもって優しく接している。」 

92.6％，「児童生徒は，きまりやマナーを守って，生活をしている。」93.6％，「児童生徒は，健康や安全に気を付けて生活し 

ている。」90.7％，「児童は，楽しい学校生活を送っている」93.3％であり，学校の取組に対して昨年度よりもさらに理解を 



示していることがうかがえる。 

・保護者の回答で「児童生徒は宇都宮の良さを知っている」はここ数年で徐々に数値が上がっていたが，今年度は 67.1％で昨 

年と変わっていない。総合的な学習や社会の学習を通して宇都宮の良さを具体的に取り上げるなどの取組について，工夫が 

求められる。 

○Ａ21「学校は，『小中一貫地域学校園』の取組を行っている」の肯定的な回答の割合は，教職員は 88.9％，保護者 77.4％， 

地域住民 100％，児童 83.2％である。前年度と比較すると，教職員の割合は 1.1ポイント低下してはいるが，保護者，地域 

住民，児童は昨年度より上がっており，特に地域住民と児童は 10ポイントほど伸びている。これは，withコロナの考えの 

もと，小中合同あいさつ運動や五代っ子フェスタなど，行事ができるようになった結果ではないかと考えられる。 

・「教職員は，いじめが許されない行為であることを指導している」の肯定的な回答の割合は，教職員と児童の数値は高いが， 

保護者と地域住民は低くなっている。次年度はどのようにして学校の取組をアピールするかが課題であると考えられる。 

・児童の回答では，10項目において 90％を超えており，学校で教職員が熱意を持って児童への指導に当たっており，そのこと 

が児童にしっかりと受け止められ，教職員と児童との信頼関係が構築されているものと考えられる。しかし，「私は，今の学 

校が好き。」86.2％，「私は，楽しい学校生活を送っている。」88.6％と，さほど高くはないことが気になる点である。次年度 

は，すべての児童が学校を安心できる居場所として感じられるような取組が必要ではないかと考えられる。 

 

７ 学校関係者評価 

・ホームページで小学校の様子が写真付きでアップされているので見やすい。 

・たくさんの項目があり，学校側の努力がしのばれる。 

・今後も変わりなく，子供たちのために学校・地域・保護者が連携していってほしい。 

・今年度は，以前と比べて児童からの挨拶が多くなったような気がするが，もっと挨拶が増えるとよいと思う。 

・子供たちの挨拶は，元気に返って来る時とさみしい時とあるが，全体的にはよい傾向になっていると思う。 

・先生方の挨拶も気持ちがいい。 

・学校行事などに，もっと保護者の参加を求めてよいと思う。保護者が学校に来ると，先生方の負担は増えるかもしれないが， 

子供たちにとって「大人が見ている」という感覚はあると思う。 

・小中一貫・地域学校園の取組については，昨年同様に学校と保護者とで感じ方に温度差があるように思う。子供たちは 10％ 

近く上がっているということは，行事等ができるようになり，目で見て分かりやすくなったからと思う。 

・A17「学校全体に活気があり…」について，教職員，保護者，地域住民に比べて児童の数値が一番低いのが気になる。 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・挨拶に関して昨年度よりも大きく数値が上がったので，次年度も学校と地域全体で継続して取り組んでいく。 

○小中連携の取組の更なる拡充や小中連携のカリキュラムマネジメントの作成といった試みを通して、地域学校園の一層の 

連携を図っていく。 

・今年度も学校ホームページ等を活用し，学校のことや児童のことについて情報を発信することができた。次年度も継続し 

て行う。 

・地域の皆様からは，概ね良好な評価をいただいたと感じている。各項目の「次年度の方針」を共通理解し，さらに信頼さ 

 れる学校を目指し，教職員一丸となって教育活動に取り組んでいきたい。 

 


